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2023年11月末時点

会社概要

東京本社

▶ 会社名 バリオセキュア株式会社 （Vario Secure Inc.）

▶ 創業 2001年6月21日

▶ 代表者 代表取締役社長 梶浦靖史

▶ 資本金 7億5,086万円

▶ 従業員数 88名※

▶ 所在地

本社
〒101-0054 東京都千代田区神田錦町1-6 住友商事錦町ビル5F

大阪オフィス
〒550-0014 大阪府大阪市西区北堀江1-2-19

福岡営業所
〒812-0013 福岡県福岡市博多区博多駅東1-12-17

▶ 事業内容
マネージドセキュリティサービス
インテグレーションサービス

▶ 役員構成

取締役営業本部長 梶浦靖史 取締役技術本部長 山森郷司

取締役管理本部長 礒江英子 社外取締役 芝正孝

取締役 林隆弘 取締役 井口圭一

取締役 森博也 取締役監査等委員 酒井健治

取締役監査等委員 深井英夫 取締役監査等委員 仁科秀隆

▶ Web https://www.variosecure.net/

▶ 認証 ITSMS（ISO20000）、ISMS（ISO27001）、プライバシーマーク

大阪オフィス

福岡営業所

※正社員、契約社員、嘱託社員の合計
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マネージドセキュリティサービス インテグレーションサービス

サービス形態 導入支援・導入・運用・保守 24時間/365日、日本全国 機器販売・構築

収益モデル リカーリング型（月額課金） 一時課金型

サービス内容

①統合型インターネットセキュリティサービス（マネージド型） ⑥中小企業向け統合セキュリティ機器販売（販売型）

②VarioマネージドLAN / Wi-Fiサービス ⑦ネットワークインテグレーションサービス（以下、IS）・

ネットワーク機器の調達や構築

③データバックアップサービス

④Vario-NSS(Network Security Suite)

⑤Vario-EDRサービス

マネージドセキュリティサービス専用機器

VSR-Vario Secure Router

データバックアップサービス専用機器

VDaP-Vario Data Protect

中小企業向け統合セキュリティ機器

VCR-VarioCommunicate Router

事業概要 –サービスラインナップ

少ない運用負担で、サイバー攻撃の発見と対応を支援

不正端末発見, 脆弱性管理

もしもの時のデータ保持

インターネットの出入口を守る
50名以下ならこれ1台で安心

社内のネットワークの構築（無線LANネットワーク）

企業のインターネット利用を安全・快適にできるサービスを提供

社内LANスイッチ／Wi-Fiアクセスポイントを守る
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構築

復旧

対応

検知

防御

特定

事業概要 –業務領域

⑦ネットワークインテグレーションサービス

④ Vario-NSS（Network Security Suite）

② VarioマネージドLAN / Wi-Fiサービス

⑥中小企業向け統合セキュリティ機器販売
VCR-Vario Communicate Router

⑤ Vario-EDRサービス

①統合型インターネットセキュリティサービス
VSR-Vario Secure Router

③データバックアップサービス
VDaP-Vario Data Protect

※政府機関「米国国立標準研究所（National Institute of Standards and Technology, NIST）」が2014年に発行したNIST サイバーセキュリティフレームワーク（Cyber Security Framework, CSF）。

構築から復旧まで、セキュリティ対策の全プロセスをカバー

• 資産管理

• 脆弱性管理

• アクセス制御

• 不正侵入防御

• セキュリティ

イベントの検知、

監視

インテグレー
ション

マネージド
セキュリティ

インテグレー
ション

マネージド
セキュリティ

セキュリティフレームワーク※ 当社サービス

①統合型インターネットセキュリティサービス
VSR-Vario Secure Router
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統合型インターネットセキュリティサービスのビジネスモデル

営
業
活
動

利
用
料

サ
ポ
ー
ト

主力の統合型インターネットセキュリティサービスは、主にインターネット回線に付帯して提供

代理店契約

(OEM/販売代理店)

営業支援

セキュリティ
サービス

販売

代理店

エンド

ユーザ

セキュリティ
サービス

まとめて提供

インターネット
接続

月額利用料 月額利用料

￥ ￥

インターネットセキュリティ支援
（障害対応、ネットワーク機器の設定変更、各種問い合わせ対応）
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マネージドセキュリティサービス 強力な販売チャネル

通信キャリア、SIer、電力系通信会社様等との間でOEM契約を締結し、長期に亘るパートナーシップを

構築

マネージドセキュリティサービスのOEMパートナー
全31社（2023年11月末時点）

※左上から右下への50音順

他多数
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市場シェア

A社, 12.3%

B社, 11.9%

C社, 10.8%

D社, 5.4%

E社, 4.1%F社, 4.1%

その他, 

46.8%

4.6%

全体

A社, 

14.5%

B社, 7.9%

C社, 7.9%D社, 6.0%

E社, 4.0%

その他, 

37.6%

A社, 16.5%
B社, 7.9%

C社, 4.5%

D社, 4.0%

その他, 

32.1%

10,000人
以上

5,000~10,000人
未満

1,000~5,000人
未満

300~1,000人未満

100~300人未満

100人未満

ファイアウォール/UTM運用監視サービス市場において、従業員1,000人未満の企業ではトップシェア

出所：ITR 「ITR MARKET VIEW ゲートウェイ・セキュリティ対策型SOCサービス市場2023」 ファイアウォール／UTM運用監視サービス市場（2022年度）

A社, 8.9%

B社, 8.1%

C社, 5.6%

D社, 4.6%
E社, 4.5%

その他, 

47.7%

22.4%
35.0%

▍ファイアウォール/UTM運用監視サービス市場ベンダー別売上金額シェア（2022年度）

300～1,000人未満 100～300人未満 100人未満

20.6%

従業員区分



2. 2024年2月期第3四半期 決算概要
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2024年2月期第3四半期 決算ハイライト

• リカーリング型収益モデルであるマネージドセキュリティサービスの売上が堅調に拡大

• 特に運用面の手厚いサポートが好評のエンドポイントセキュリティ（Vario-EDR）が前年同期比103.6%

増の大幅伸長

• 一時課金型収益モデルであるインテグレーションサービスのネットワーク構築などの案件数も増加し、

売上拡大に貢献

436百万円

営業利益

進捗率 95.6%

1,974百万円

売上収益

進捗率 73.5%

24.6%

負債比率

前年比 △4.3%

288百万円

当期利益

進捗率 93.6%

2024年2月期第3四半期 決算ハイライト
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IFRS （国際会計基準）

※1 ： 2023年2月期期末決算短信（2023年4月12日）

※2 ： 一株当たり当期利益（EPS）=通期利益÷発行済み株式数

※3 ：負債比率=（（短期借入金+長期借入金）÷自己資本）×100

※4 ：自己資本比率=（自己資本÷総資本）×100

（百万円）

2023年2月期

第３四半期実績

2024年2月期

第３四半期実績
前年同期比増減

2024年2月期

通期計画※1
進捗率

売上収益 1,984 1,974
△0.5%

(△10）
2,685 73.5%

営業利益 564 436
△22.7%

(△128）
456 95.6%

当期利益 370 288
△22.1%

(△82）
308 93.6%

一株当たり当期利益

（円）※2
93.38 63.90 △29.47 - -

負債比率（％）※3 28.9% 24.6% △4.3pt - -

自己資本比率（％）※4 69.3% 71.6% 2.3pt - -

2024年2月期第3四半期 業績サマリー

成長投資の

ための

減益計画

売上収益は、計画通りに進捗。営業利益・当期利益は、中期経営方針に基づく成長投資（人材採用、

マーケティング強化等）により減益を計画、進捗率は採用コストの低減等が寄与して過達で推移
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（百万円）

営業利益の増減分析

2023年2月期
第3四半期

営業利益(実績）

2024年2月期
第3四半期

営業利益(実績）

インテグレーション
サービスの

売上収益の減少

広告宣伝費・IR・

インサイドセールス

その他売上原価の増加 人件費

営業利益は、中期経営方針に基づき、サービス企画、エンジニア、運用サポート等の人員を採用し、

新しいサービス創出のための成長投資を推進。前年比△22.7%の436百万円。営業利益率は22.1%

IFRS （国際会計基準）

564
成長投資のための費用



14Copyright © 2024 Vario Secure Inc. All rights reserved.

（百万円）

2023年

2月期末

2024年

2月第3四半期末
増減

資産合計 7,826 7,661 △165

流動資産 1,925 1,620 △304

非流動資産 5,900 6,040 139

のれん 5,054 5,054 0

負債合計 2,447 2,172 △275

流動負債 832 749 △83

非流動負債 1,614 1,423 △191

資本合計 5,378 5,488 109

負債及び資本合計 7,826 7,661 △165

2024年2月期第3四半期 財政状態

継続的な収益の積上げ及び計画的な借入返済により、自己資本比率は2.9pt増の71.6%

※1： のれん純資産倍率=のれん / 資本

※2： Net D / E レシオ=Net Debt / 資本 Net D/E (純有利子負債: 有利子負債残高（短期借入金、長期借入金）-現金及び現金同等物（預金))

※3： Net D / EBITDA倍率=Net Debt / EBITDA (償却前営業利益: 金利や税、減価償却費を計上する前の利益)  2024年2月期第3四半期末は×４／３

2023年

2月期末

2024年

第3四半期末

のれん純資産倍率※１ 0.94x 0.92x

有利子負債 1,500百万円 1,350百万円

Net D / E レシオ※2 8.6% 11.2%

Net D / EBITDA倍率※3 0.6x 0.8x

自己資本比率 68.7% 71.6%

▍財務指標

IFRS （国際会計基準）
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2024年2月期第3四半期 サービス別業績

マネージドセキュリティサービスは安定的に売上が拡大。インテグレーションサービスは計画通りに進捗。

ストック型ビジネスであるマネージドセキュリティサービスが売上全体に占める割合は 前年同期比+2pt

増の87％

（百万円）

2023年

2月期

第3四半期

実績

2024年

2月期

第3四半期

実績

増減

2024年

2月期

通期計画

進捗率

売上収益 1,984 1,974
△0.5%

(△10）
2,685 73.5%

マネージドセキュ

リティサービス
1,678 1,720

+2.5%

（42）
2,384 72.2%

インテグレーショ

ンサービス
306 253

△17.2%

（△52）
301 84.1%

1,923 
1,984 1,974 

2022年2月期
3Q

2023年2月期
3Q

2024年2月期
3Q

インテグレーションサービス

マネージドセキュリティサービス

84%

▍売上収益推移

85%

16%
15% 13%

IFRS （国際会計基準）

87%
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統合型インターネットセキュリティ(マネージドセキュリティサービス)の解約率※1は1%以下、

継続して低い水準で推移

マネージドセキュリティサービス概況 ①解約率の推移

▍四半期解約率の推移

2019年2月期 2020年2月期 2021年2月期 2022年2月期 2023年2月期

1.10%

0.90%

1.02%

0.79%

0.76%

0.75%

0.74%

0.76%

0.89%

0.75%

0.85%

0.76%

0.76%

0.79%

0.78%

0.94%

0.82%

0.82%

0.58%

0.49%

0.82%

0.64%

0.56%

0.00%

0.50%

1.00%

1.50%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

※1： 解約率（金額ベース）＝四半期解約金額÷（各年度の期初ベース月次売上収益×3ヶ月）

2024年2月期
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マネージドセキュリティサービス概況 ②エンドユーザー企業数の推移

マネージドセキュリティサービス（統合型インターネットセキュリティサービス、Vario-EDRサービス、

データバックアップサービス）のエンドユーザー企業数は、堅調に増加。安定的な収益基盤に寄与

2,919 
2,926 

2,961 

2,981 
2,992 

3,005 

3,038 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

▍四半期末時点のエンドユーザー企業数の推移

2023年2月期 2024年2月期
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事業継続の備えとなるデータバックアップサービス「Vario Data Protect」が堅調に推移

マネージドセキュリティサービス概況 ③サイバー脅威対策ソリューションの進展

2023年2月期 第3四半期 2024年2月期 第3四半期

ランサムウェア対応型バックアップ

Vario Data Protect 売上収益

前年同期比
（売上収益）

15.4％増

アクセリア株式会社様

純国産CDNサービスを

提供する老舗IT企業

サービスを利用するお客様の声

◼ 利用状況
2022年より「Vario Data Protect」を自社で利用。

現在は、事業継続のためのデータ保護、復旧のための解決策とし

て、バリオセキュアのサービスを他社向けに提供するサービスも

開始。

◼ サービスの評価
「Vario Data Protectは、セキュリティ対策に配慮されたバック

アップ方式で、手軽に導入・運用できるメリットは大きいと感じて

います。また、セールスとしても価格も求めやすく、お客様にもご

紹介しやすいサービスです。」

自社利用から、ソリューションサービスを構成する

メニューとしての活用へ
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パソコンやサーバー等の情報機器への侵入を検知、拡大を阻止するマルウェア対策に有効な

「Vario Endpoint Security」（Vario-EDRサービス）も引き続き好調に推移

マネージドセキュリティサービス概況 ③サイバー脅威対策ソリューションの進展

2023年2月期 第3四半期末 2024年2月期 第3四半期末

前年同期比
（売上収益）

103.6％増

金属材料製造メーカー様

電子機器部品に使用する材料の

製造・販売を国内外で行うメーカー企業

サービスを利用するお客様の声

◼ 利用状況
エンドポイントセキュリティに、EPPとEDRを組み合わせて利用。

また、バックアップサービス「Vario Data Protect」も利用し、データ

の暗号化や他拠点バックアップ体制を構築。

◼ サービスの評価
監視やインシデント調査など運用面での手厚いサポートを評価い

ただき「Vario EDR/EPP」を採用。社内でセキュリティに関する専

門知識が不足しているため、攻撃被害の際にも親身に相談に

乗り、セキュリティに関するアドバイスまでしてくれる対応につい

ても高い評価。

ランサムウェア攻撃を機にセキュリティ対策を見直し、

未知の脅威に対する検知と防御を

Vario-EDRサービスで実現

マルウェア検知・防御

Vario Endpoint Security 売上収益



3. 2024年2月期 業績予想
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IFRS（国際会計基準）

（百万円）

2024年2月期

通期計画

2024年2月期

第3四半期実績
進捗率

売上収益 2,685 1,974 73.5%

営業利益 456 436 95.6%

当期利益 308 288 93.6%

一株当たり当期利益（円） 68.30 63.90 ー

2024年2月期 業績予想

売上収益は概ね計画通りに進捗。営業利益・当期利益の進捗率は、採用コストの低減等が寄与して過

達で推移。中計に基づき、積極的な事業投資（戦略的な人材採用に伴う人件費増、マーケティング強化

による広告宣伝費増等）を推進中
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新サービスリリースロードマップ（2024年2月期）

2024年2月期にサイバー攻撃対策の強化と、ゼロトラストセキュリティの本格提供に向けたプラット

フォーム整備を中心とするサービスリリースを計画

4Q3Q （計画通り進捗）2Q （計画通り進捗）1Q （計画通り進捗）

VarioマネジードLAN / Wi-Fi

2023年3月6日販売開始済み

Vario-NSS社員マスター

機能の実装による

端末可視化の強化

ゼロトラストプラットフォームの

展開
サーバー脆弱性診断の

ラインナップ追加に向けた

検討

大手セキュリティベンダーが

タッチできていない中堅・中小

企業向けSaaS型サーバー脆弱

性診断の簡易サービスおよび

QAの展開を検討。課題の英語

レポートを継続検討。

サーバー向け脆弱性管理・

診断サービスの強化

お客様Webサイト、公開サー

バー、企業内サーバーの脆弱性

管理や診断サービスを開始。

ハイエンド・エンドポイント

セキュリティサービス

リリース

ハイエンドのエンドポイント、

ネットワークセキュリティ

サービスラインナップの強化

IDaaS事業開始

Vario-NSSを基盤とした機能

強化（シングルサインオン等）に

よるゼロトラストプラット

フォームのサービス提供開始

社内の未許可端末

接続排除ソリューション

脆弱性診断サービスのオプショ

ンとして、Vario-NSSの一部機

能を切り出し小型専用端末に

搭載。社内LANの未許可端末

を可視化
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外出先オフィス 自宅

パブリッククラウド／

通信キャリアデータセンター

今後のIDaaS事業～中堅・中小企業向けのゼロトラスト展開について

Vario FWaaS Vario SWG Vario IPS

クラウド型ネットワーク・セキュリティ

Vario SASE

⚫ どこからでもクラウドへ直接接続

⚫ 接続の経路上でセキュリティ確保

※「CASB」「Sandbox」は顧客ニーズに応じて外部と連携し提供予定          

SaaS

監視・管理

クラウドからオフィス環境まで中堅・中小企業の規模に合ったセキュリティサービスを提供。セキュリティ

の担保と運用保守の省力化を図る

▍最低限の構成でゼロトラストセキュリティを実現するマネージドサービス

業務アプリケーションPortal

Vario IDaaS

⚫ 認証・シングルサインオン

⚫ アカウント管理・サービス登録

⚫ アクセス（端末）管理

⚫ ディレクトリ統合          

新サービス

新サービス

最新のサイバー攻撃の検知・防御

Vario EDR

⚫ ランサムウェア対策

⚫ マルウェア感染された端末の自動隔離

⚫ 未知の攻撃への対策

Vario IDaaS

Vario EDR
Vario EDR Vario EDR Vario EDR

Vario FWaaS Vario SWG Vario IPS CASB Sandbox

Vario IDaaS

既存サービス



4. 2024年2月期第3四半期 トピックス
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脆弱性診断サービス

2024年2月期第3四半期 トピックス①

脆弱性診断サービスの提供開始により、 ワンストップでの企業向けセキュリティ支援サービスを強化

インターネットゲートウェイの

運用管理体制強化

UTM運用のマネージドサービス

ウィルス・マルウェアの検知強化

／最新サイバー攻撃対策

次世代エンドポイント対策

ランサムウェア感染被害を

受けにくいバックアップ

セキュリティ強化型バックアップ

社内のネットワーク／Wi-Fi

トラブル回避と脆弱性対応強化

LAN内スイッチ、Wi-Fi APを一括管理

VSRマネージドセキュリティ

サービス
Vario Endpoint Security VDaP-Vario Data Protect VarioマネージドLAN / Wi-Fi

脆弱性診断後のセキュリティ強化を柔軟に対応

Webアプリケーション診断

プラットフォーム(ネットワーク)診断

ペネトレーションテスト

スマートフォンアプリケーション診断

セキュリティエンジニア

による手動診断

専用ツールによる

自動診断

診断レポート

お客様の環境

リモート診断

Internet
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2024年2月期第3四半期 トピックス②

HEROZのAI技術を活用し、ネットワークセキュリティの運用管理業務を合理化するプロジェクトを推進

⚫ フロントサポート業務へも AI 導入、教育コスト削減

と回答品質向上に活用

⚫ 運用プラットフォームシステム（※）とAIを直結し、

顧客特性に応じた必要十分な運用サービスの提供

⚫ VSRマネージドセキュリティサービスのサポート

窓口にAIを導入、顧客要件の複雑度を自動判別、

後続処理も半自動化

⚫ LLMに教師データを投入し、熟練オペレータの対応

品質を再現する検証実験開始

⚫ コスト削減と品質向上の達成

⚫ 作業時間短縮によるサービスレベルの向上

⚫ 大量の教師データ活用によるサービス範囲拡大

プロジェクトの進捗 今後の展望

⚫ 従来、経験を積んだオペレータが行なっていたテク

ニカルサポート窓口業務をAIにより自動化

⚫ サポート品質や効率改善、セキュリティ教育などへ

のLLMの本格活用

▍「AI SoC」プロジェクト

概要 期待される効果

(※)顧客管理・問い合わせ管理など
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2024年2月期第3四半期 トピックス③

出所：https://www.ipa.go.jp/security/otasuketai-pr/#service_area

• 中小企業・小規模事業者などを対象に、自社の課題や

ニーズに合うITツールの導入を支援する補助金です。

• 当社のサービスは、IPA（独立行政法人情報処理推進機構）の

セキュリティ対策強化支援「サイバーセキュリティお助け隊」に

認定されIT補助金の対象になりました。

▍対象サービス

セキュリティお助けパック

（ネットワーク）
サービス名

提供サービス

• 監視・運用サービス
• 機器のセンドバック保守
• ウイルス駆除
• サイバーセキュリティ保険

セキュリティお助けパック

（ネットワーク＆端末）

• EDR/EPP機能（端末セキュリティ強化）

左記サービスに以下機能をプラス

▍IT補助金とは

当社の情報セキュリティ対策サービス、IT補助金を活用した利用が可能に



5.中期成長戦略
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ゼロトラスト

セキュリティ製品

市場規模

879億円

ネットワークセキュリティビジネス市場の動向

在宅勤務等の社会環境の変化、クラウドサービスの利用拡大、サイバー攻撃の高度化の影響を受け、セ

キュリティのトレンドが境界防御型（侵入させない）からゼロトラスト（侵入ありき）へと不可逆的に変化

している

2021年度 2027年度（予測）

※2027年度の市場規模予測の出典：富士キメラ総研「2022ネットワークセキュリティビジネス調査総覧」<市場編>

l.総括編 1.ネットワークセキュリティビジネス市場の展望

l.総括編 9.市場規模推移 2-9 IDaaS、2-23 EDR 

ゼロトラスト

セキュリティ製品

市場規模

2,157億円 IDaaS市場規模

210億円（CAGR 17.9%）

EDR市場規模

510億円（CAGR 22.6%）

ネットワーク

セキュリティビジネス

市場規模

5,779億円

ネットワーク

セキュリティビジネス

市場規模

8,667億円
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強みの深化と成長市場への投資と戦略的な顧客開拓の実行

戦略的な顧客開拓

◼ 中小企業向けのアプライアンス型UTM製品市場

で安定成長してきたが、当社VSRの直近の新規

設置台数は横ばい

◼ 当社の主力サービスは「侵入させない」を目的と

した境界防御型

◼ マルウェア検知・防御（Vario Endpoint Security）、

ランサムウェア対応型バックアップ（Vario Data 

Protect）は、2桁以上の成長実績

◼ 従来の境界防御型の市場成長は年率1.3％※程度

の予測

◼ 「侵入させない」と同時に、「侵入ありき」の多層

防御のゼロトラストセキュリティ対策が求められ

ている

◼ ゼロトラストセキュリティへのニーズは、今後一

層高まる見込み

経営課題

外部環境

経営課題解決の方向性

内部環境

強みの深化 成長市場への投資

※出典 ： 富士キメラ総研 「2022 ネットワークセキュリティビジネス調査総覧 市場編」 ネットワークセキュリティビジネス市場 〈カテゴリー別サービス / 製品市場〉 〈ゲートウェイセキュリティ〉 
  （2027年度 / 2021年度 CAGR）
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中期経営方針

中長期的な事業投資により、 「マネージドサービスの対応領域拡大・競争力強化」「成長セキュリティ

市場への参入」「既存販売網と異なる新規営業体制の強化」を推進

セキュリティ対応領域の拡大

販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
拡
大

• ゲートウェイセキュリティに加え、LANからクラウドまでの対応領域

の拡大、他社商材活用による競争力強化

• AI活用による次世代運用基盤を構築し、安定的な収益基盤である

マネージドサービスの効率運用を強化

• 既存サービスを活かしたゼロトラスト

セキュリティ領域への参入

• 従来の安定的な代理店経由を中心とする販売体制に加え、オンラインマーケティング、

インサイドセールスへの積極投資による強力なダイレクトセールス体制の構築

マネージドサービスの対応領域拡大・競争力強化

方針①

成長セキュリティ市場への参入

方針②

既存販売網と異なる新規営業体制の強化

方針③
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中期経営目標

マネージドセキュリティサービス

インテグレーションサービス

売上収益
5.7％

94.3％
15.0％

85.0％

4年間で売上収益+42.8％、営業利益+58.3%の成長を図る

2023年2月期実績 2027年2月期目標

2,634 百万円

3,763 百万円

2023年2月期 2027年2月期

2,634百万円売上収益

581百万円営業利益

3,763百万円売上収益

920百万円営業利益

2023年
2月期比

＋42.8％

2023年
2月期比

＋58.3％

IFRS(国際会計基準)
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中計事業展開方針の進捗

中計事業展開方針 2024年2月期第3四半期進捗

◼ 脆弱性診断のオプションをリリース

◼ 新規販売代理店の開拓

マネージドサービス新規代理店：１社

（中堅・中小企業に強いSIer１社）

◼ ゲートウェイセキュリティに加え、LAN

からクラウドまでの対応領域の拡大、

他社商材活用による競争力強化

マネージドサービスの

対応領域拡大・競争力強化
1

◼ MSSの対象を境界・LAN内部、クラウ

ド環境に拡大し、IDaaSと合わせ「人」

から「端末」、「オンプレ」から「クラウ

ド」まで網羅するサービス開発進捗中

◼ 既存サービスを活かしたゼロトラスト

セキュリティ領域への参入

成長セキュリティ市場

への参入
2

◼ リード獲得施策の強化により、

マーケティングリードが4倍に増加

◼ インサイドセールス強化により、

案件化リード数が5倍に増加

◼ オンラインマーケティング、インサイド

セールスへの積極投資による強力な

ダイレクトセールス体制の構築

既存販売網と異なる

新規営業体制の強化
3



6. Appendix
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社会との共生に向けた取り組み

▍第12回 NIPPON ITチャリティ駅伝(※)

への参加
▍当社社員の車いすバスケットボールでの活躍

毎年恒例のチャリティ駅伝に当社からも多数の

社員、家族が参加し、イベントを盛り上げました。

(※)NIPPON ITチャリティ駅伝 http://www.nit-run.com/

  社会的に立場の弱い未就労者を1人でも多く社会に復帰させることを

目的に2010年に企画されたチャリティ駅伝大会

日付 大会名 所属チーム

2023.8
皇后杯第32回日本女子車いす

バスケットボール選手権大会 3位
ELFIN

2023.10
2022杭州アジアパラ競技大会

女子車いすバスケットボール 銀メダル
日本代表

2024.2

（予定）

天皇杯第49回日本車いす

バスケットボール選手権大会出場予定
Cools

◼ 今年の大会成績と今後の予定

2024年パリパラリンピックへの出場を目標に、

数々の試合で戦績を上げています。

古矢千尋選手

http://www.nit-run.com/
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企業のインターネット接続からテレワークのセキュリティまで様々なニーズに対応

当社提供ネットワーク/セキュリティサービス一覧

お客様ニーズ サービス メリット

①
インターネット接続のセキュリティ
/運用をまかせたい

統合型インターネット
セキュリティサービス(VSR)

• 専用機器を設置するだけの簡単導入
• 社内担当者の運用負担を大幅軽減
• 手間なく機器を最新状態に維持できる
• 24時間365日の運用監視、サポートに対応可能
• 万が一の障害時の手厚いサポート

②
社内の端末情報を負担なく把握し
たい

Vario-NSS

• 専用機器を設置するだけの簡単導入
• 端末へのソフトウェアインストールは不要
• 端末のIPアドレス情報などを自動取得
• 脆弱性管理を大がかりなシステム不要で実現
• 運用負担の少ないシンプル構成

③
テレワーク端末の脆弱性対策と、
社員の業務状況を可視化したい

Vario Telework Manager

• テレワークの端末情報を把握・管理が可能
• テレワークのセキュリティレベルを向上
• 脆弱性を可視化し、更新の未適用を把握
• テレワーク社員の業務状況を、通信量、アプリの稼働状況から確認可能

④
管理や運用負担なく、社内の重要
データをバックアップしたい

Vario Data Protect

• 必要な機器、ソフトウェア、クラウド環境を月額定額でご利用可能
• ランサムウェア感染リスクを軽減した仕組みによる安全なバックアップ
• ローカルのバックアップ用機器＋クラウド2拠点への冗長対策済み
• 管理・運用負担を軽減したマネージド型サービス

⑤
標的型攻撃やランサムウェアなど
のサイバー攻撃被害を未然に防ぎ
たい

Vario EDRサービス
• 高度化したウィルス、マルウェア対策として効果的
• マネージド型サービスにより、リスクの高い攻撃検知後の対応をサポート
• 少ない運用負担で、社内だけでなくテレワーク環境の端末保護にも有効

⑥ メールの誤送信防止を強化したい
メールセキュリティ

サービス

• メールを一定期間保留し、メール送信のキャンセルに対応
• 上長の承認機能など、重要メールの送信ミスを防止
• 様々なルール設定に対応した送信ブロック機能により送信ミスを排除

⑦
社内のファイル共有を安全かつ便
利に実施したい

FileFlex
• 社内のファイルサーバのファイルを、クラウドやVPNを利用することなく簡単、安全にファ

イル共有可能
• アクセス権限の設定やアクセス履歴確認など、自由度を損なうことなく安全性を確保

⑧
自社のネットワーク課題を解決す
るための環境を構築したい

ネットワーク
インテグレーション

サービス

• 様々な環境構築実績を持つ、ネットワーク、セキュリティを熟知した技術者による対応
• お客様ニーズに沿った幅広い機器・サービスの選定が可能
• オンプレミスからクラウドまで幅広い領域をカバー

⑨
社内のネットワークスイッチ、Wi-
Fiアクセスポイントの運用をまか
せたい

Varioマネージド
LAN / Wi-Fi

• オフィス内LAN / Wi-Fiの運用・管理を強力サポート
• ネットワークスイッチやWi-Fiアクセスポイントのお客様管理負担を大幅に軽減
• 24時間365日の機器監視による安心運用
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情報処理推進機構（IPA） 「情報セキュリティ10大脅威 2023」を公表

順位 組織 前年順位

1位 ランサムウェアによる被害 １位

2位 サプライチェーンの弱点を悪用した攻撃 3位

3位 標的型攻撃による機密情報の窃取 2位

4位 内部不正による情報漏えい 5位

5位 テレワーク等のニューノーマルな働き方を狙った攻撃 4位

6位 修正プログラムの公開前を狙う攻撃（ゼロデイ攻撃） 7位

7位 ビジネスメール詐欺による金銭被害 8位

8位 脆弱性対策情報の公開に伴う悪用増加 6位

9位 不注意による情報漏えい等の被害 10位

10位 犯罪のビジネス化（アンダーグラウンドサービス） 圏外

出典：情報セキュリティ10大脅威 2023：IPA 独立行政法人 情報処理推進機構

IPAが「情報セキュリティ10大脅威2023（組織編）」を公表。「ランサムウェアによる被害」が昨年に引き続

き、首位。「犯罪のビジネス化（アンダーグラウンドサービス）」が新規にランクイン

https://www.ipa.go.jp/security/vuln/10threats2021.html
https://www.ipa.go.jp/security/vuln/10threats2022.html?msclkid=8f85ea6ab3b611ecb3194b6085f60815
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表記補足

略語(表記) 内容

VSR
Vario Secure Router
当社マネージドセキュリティサービスで利用している専用機器

Vario-NSS
Vario Network Security Suite
当社マネージドセキュリティサービスで提供している社内ネットワーク向けサービス。デバイス探査/デバイス監視/脆
弱性管理を提供している

VDaP
Vario Data Protection
当社マネージドセキュリティサービスで提供しているハイブリッド型バックアップサービス

VSR-Config
VSR-Config
当社マネージドセキュリティサービスで利用している専用機器の自動設定ツール

EDR
Endpoint Detection and Response
エンドユーザが利用するパソコンやサーバー（エンドポイント）における不審な挙動を検知し、迅速な対応を支援する
サービス

EPP
Endpoint Protection Platform
従来型のアンチウイルスソフトウェアなど、エンドポイントにインストールするセキュリティプラットフォームの総称

UTM
Unified Threat Management
ファイアウォール・アンチウイルス・IPS/IDS・Webフィルタリングなど、複数のセキュリティ機能を統合したアプライ
アンス製品のこと

OEM
Original Equipment Manufacturing（Manufacturer）
他社ブランドの製品を製造すること（あるいはその企業）を指す

SOC
Security Operation Center
24時間365日体制でネットワークやデバイスを監視し、サイバー攻撃の検出や分析、対応策のアドバイスを行う
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ミッション

インターネットを利用する全ての企業が

安心で快適にビジネスを遂行できるよう、

日本そして世界へ全力でサービスを提供する
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免責事項

◼ 本資料には、当社に関連する予想、見通し、目標、計画等の将来に関する記載が含まれています。これらは、当社が作成時

点において入手した情報に基づく、当該時点における予測等を基礎として作成されています。これらの記載は、一定の前提

および仮定に基づいており、また、当社の経営陣の判断または主観的な予想を含むものであり、国内外の経済状況の変化、

市場環境の変化、社会情勢の変化、他社の動向等の様々なリスクおよび不確実性により、将来において不正確であること

が判明しまたは将来において実現しないことがあります。したがって、当社の実際の業績、経営成績、財政状態等について

は、当社の予想と異なる結果となる可能性があります。

◼ 本資料における将来情報に関する記載は、作成時点のものであり、当社は、それらの情報を最新のものに随時更新を行う

義務を負うものではありません。

◼ 本資料に記載されている当社以外の企業等に関する情報および第三者作成にかかる情報は、公開情報または第三者が提

供する情報等から引用したものであり、そのデータ、指標、分析等の正確性、適切性等について、当社は独自の検証を行っ

ておらず、何らその責任を負いません。
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